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本日の構成 

• ゲーミフィケーションについて 

• ビジネス応用事例とイノベーションに関わる
論点 

• 目指すところ 



自己紹介 



１． 
ゲーミフィケーションとは 



5 

２０１１年３月 
 
#denkimeter 

• ゲームを用いて楽しく節電を行っ
てもらう。 

• ソーシャル・メディアを介して、節
電に関して話をしあうコミュニティ
を形成していく。 

• 電気メーターを根本から把握し高
い節電効果を達成する（一週間以
上続けているユーザーは20～70%
程度の削減を達成） 
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ゲーマーのワザ 
ex: シューター 



本題 



いままで 

• シリアスゲーム 

• ゲームニクス 

• シミュレーション＆ゲーミング  
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いままでとの違い 

最大の理由： 
ビジネスとして展開しやすくなった。 
 

＝スケールメリットが大きくなった 
＝インフラコストが減った 
 
他には次のような点も違う 
 公平性のバランス設計の話ではない。 

プレイヤー間の利益調整のことではない。 

 「おもしろくする化」ではない。 
「あそび」の展開コストが安くなったわけではない。 

 ゲームのパッケージをつくることではない。 
「ゲームをつくること」ではなく「ゲームにすること」 
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２． 
ビジネス応用事例と論点 



いくつかの問題 

• 成果主義 
「ゲーム」としての構造をもっていることと、楽しいことは
どう違うのか？ 

• 現行制度を前提にするか、現行制度の「外側」
へむかうイノベーションを 
– 現行指標を前提にした場合の話はゲームに仕立て
やすいが、そうでない場合はどうするのか？ 

• やりがい搾取 
– 労働者はそれでほんとうにサステナブルに幸せなの
か？ 



ゲームにするためには… 

• 指標とする変数を明確化する 

• 指標とする変数を計測する 

 

楽しさを演出するためには… 
• フィードバックを短くする 

• フィードバックをわかりやすくする 

 
※アジャイル手法との相性の良さ 



それぞれの相性 
現行制度が前提 現行制度の外へ 

指標の明確化 
指標の計測 ◎ ？ 

フィードバックの
短期化・強化 ◎ ○ 

成果主義 
（人事評価含む） ○ ？ 
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それぞれの事例の対応 
現行制度が前提 現行制度の外へ 

指標の明確化 
指標の計測 

フィードバックの
短期化・強化 

デ
ィ
ズ
ニ
ー 

成
果 

 

主
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未来イメージ 



× 管理される仕事 
 

「朝起きて歯を磨くと歯ブラシについ
たセンサーが感知して、歯磨き粉メー
カーから「よくできました！10ポイン
ト！」と褒められる。朝食にコーンフ
レークを食べると、ケロッグから10ポ
イント。通勤にバスを使うと政府から
エコポイントが支給され、それは減税
の対象になる。定刻にオフィスに着い
たら会社からポイント。打ち合わせ先
にバスに乗らずに歩いて行くと、医療
保険会社からポイント…」 
（ジェシー・シェル構想） 
 

○働き方を自ら構築できる組織の支援 
 

「朝起きて歯を磨くと歯ブラシについた
センサーが感知する。このセンサーの
情報はとりあえず集積させておくことが
でき、歯ブラシを使ったゲームはざっと
一〇〇種類からダウンロードできる。自
分でゲームをつくることも、そんなに難
しくはない。 
 会社に行くと、今度のあたらしい人事
評価の仕組みでは、子育てをがんばっ
ている人間が、結果的に損をしてしまう
可能性がある修正が加えられていたの
で、とりあえず自分が仕切っているプロ
ジェクトではちょっと抵抗を試みる。子
供とコミュニケーションの時間をとって
いることが、良い評価につながるように
ゲームの仕組みを少しカスタマイズして
おく。」 
 

目指す未来イメージ 



現在取り組んでいるプロジェクト 

• FujiXeroxとのゲーミフィケーションプロジェクト 

 

 


